









































上の）感受期（Sensitive Period）」と呼ぶこともある（Suter, 1976; Oyama, 1976; Purcell 
and Suter, 1980; Flege, 1988; Patkowski, 1990; Thompson, 1991; Flege and Fletcher, 1992）。
しかし、言語習得において年齢による制約が見られる原因については、脳の側頭化や神
経の髄鞘形成等による生態学的要因（Lenneberg, 1967; Long, 1990）、言語音の知覚範疇化
等による認知心理学的要因（Flege, 1992; Rochet, 1995）、社会心理学的要因（Bialystock 
and Hakuta, 1994）など諸説あり、明らかではない。また、Long（1990）は発音の習得は
到着年齢にも関係していると述べている。しかし、最近の研究では、思春期以降にネイ
ティブレベルの言語能力を習得した例や（Moyer, 1999; Bongaert, 1999）、年長者でも学習
動機が高ければネイティブレベルの言語習得が可能であるということが報告されている

























NNSは移民や帰国生を含む 12名（国籍：中国 3名、韓国 5名、ベトナム 1名、イギリ
ス 1名、フィリピン 1名、アメリカ 1名）2で、到着年齢と学習開始年齢は表 1のとおり
である。












調査期間は 2004年 10月から 2005年 3月である。
2. 3. 1　発音タスク
 単語・絵・文・文章・スピーチ・会話から成る発音タスクは表 2のとおりである。表
到着年齢 0 1–4 5–9 10–14 15–19 20–24 25–29 30–34
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ていることが確認できる。NSに対する評価者の z-scoreの平均値は、単語 0.41、文 0.35、
会話（スピーチ・自然会話）0.41であった。
ネイティブレベルの NNSは、単語で NK01、NK03、NK04、TK07の 4名、文と会話で




































要因 r値 要因 r値 要因 r値
A①学習開始年齢 -.632* A①学習開始年齢 -.723** A①学習開始年齢 -.595*
















































































―Major motivation for studying German at this time （please elaborate - use both categories if 
appropriate）― a. professional b. personal
― Ultimate goal in studying German （please elaborate）― a. professional b. personal
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